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意見交換会の質疑応答

質問者 質問内容 答弁者 交換会時の答弁内容 議会としての調査結果
13 区
三ツ村さん

町民から見ると、町長や議長・副議
長、議会や各委員会が日々どのよう
な仕事をしているのかが分かりにく
く、距離を感じている。
議会に足を運ぶ人は限られており、
特に若い世代の参加が少ない。
議会や役場の活動内容をもっと分か
りやすく町民に伝えてほしい。具体
的には、YouTube などを活用して日
常の活動や仕事内容を発信し、町民
が自宅でも気軽に見られるようにし
てほしい。
町を良くしたいという気持ちは町民
も議会も同じはずなので、報告だけ
でなく、もっと身近に感じられる情
報発信をお願いしたい。

松島議長 議会と町民・行政との距離が広
がっている現状がある。特に選
挙が無投票であったこともあ
り、開かれた議会運営の必要性
を感じている。その対応とし
て、本会議の様子を YouTube
でライブ配信し、終了後は録画
配信を行うなど、議員の質問内
容や議案の賛否を公開していま
す。近隣では早い取り組みでは
あるものの、距離感の解消には
十分でない面もあるため、年 1
回の議会報告会も開催し、今後
も改善に努めていきたいと思っ
ています。

議会の活動が身近に感じられな
いというご指摘は、私たち議員
にとって大変重要な課題だと受
け止めています。
これまでも議会だよりの発行や
議会報告会の開催等に努めてま
いりましたが、住民の皆様との
意見交換の機会を充実させ、双
方向の対話を通じた「開かれた
議会」の実現に努めてまいりま
す。
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新中野
梅田和助さん

邑楽町は広く通学距離が長い地域も
あるため、風の強い日などに遠方の
子どもを対象としたスクールバスの
導入を検討できないですか。
新中野の駅前児童公園についてで
す。少子高齢化で子どもが減る中、
滑り台やブランコなどの遊具が老朽
化を理由に撤去されたまま、代替設
置の予定がないため、子どもがさら
に利用しなくなっている現状があり
ます。帰省した子どもたちが遊べる
環境づくりも含め、公園整備を考え
て欲しい。
あわせて、災害時の仮設住宅の設置
場所など町の防災計画の具体性や、
住民の意見を気軽に交換・共有でき
る場の必要性を感じている。

松村議員

三ツ村議員

昨年、スクールバスについて 3
月議会で質問しましたが、町の
答弁は「検討する」というもの
でした。邑楽町では最も遠い通
学距離が約 3km台であり、暑さ
や寒さの中で子どもたちが通学
する現状が本当に適切なのかと
いう問題提起をしました。今
後、小学校が 4校から 2校に再
編される可能性もあり、スクー
ルバスの導入は重要な課題で
す。引き続き粘り強く質問を重
ね、皆さんの声を形にできるよ
う取り組んでいきます。

3月の一般質問でスクールバス
について取り上げました。自身
が中野東小まで実際に歩き、子
どもにとっては距離が長く負担
が大きいと感じたことから、利
用者の少ない町の循環バスをス
クールバスとして活用できない
か提案しました。

スクールバスについて
文科省の考え方と町の現状を鑑
みると、概ね徒歩登下校が、距
離も時間も概ね適正範囲であ
り、スクールバス導入を検討す
る場合、懸案事項として。体力
向上や地域との交流など徒歩登
校のメリットが薄れ、導入に
は、車両、人材や予算等が条件
になるが、導入することが児童
生徒に有益かどうか、今後も十
分な検討が必要である。

公園の遊具が老朽化を理由に撤
去されたまま、代替設置の予定
について、町では公園遊具の安
全点検を年 1回、実施をしてお
ります。点検の中で、危険と判
断された遊具につきましては、
基礎の露出や安全距離の確保な
どの修繕の対応を行っておりま
す。町では、令和 7年度に、町
内の公園の計画的な維持管理を
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通学に長時間かかる国と比べれば恵
まれているものの、地域によっては
1年生にとって集団登校が大きな負
担になっており、歩けなくなる子も
いる。車で登校できる日を楽しみに
している子もいる。
そのため、遠距離地区や寒い季節、
あるいは 1・2年生や入学直後の一定
期間だけでも、町が車を用意しボラ
ンティアで送迎するなどの支援策を
検討できないか。
あわせて、遊具の整備や、災害時の
町の対応計画についても、より具体
的に町民へPRすべきではないか。

しかし町からは、通学距離に関
する校則（一定距離内は徒歩通
学）との兼ね合いがあり、すぐ
の実施は難しいため「検討す
る」との回答でした。議員とし
ては引き続き町へ提言していく
考えです。

推進するために公園長寿命化計
画を策定しました。現在は、安
全確保の為の撤去が中心となっ
てしまっておりますが、区長を
始め、近隣住民の方のご意見を
伺いながら、新たな遊具の設置
につきましても検討を行ってい
きたいと思います。

仮設住宅の設置場所について
は、「農村広場」「松本公園」
「青少年広場」「緑ヶ岡公園」
を予定地としており、防災計画
へ記載いている。また、各予定
地ごとに図面を作成し、県へ報
告している。

27 区
浦野さん

邑楽町は「安全・安心のまち」とし
て評価できるが、それだけで十分な
のか疑問である。近隣の大泉町では
EV関連の大規模開発が進み、千代
田町や明和町も商業施設や工業団地
の整備により発展している。一方、
邑楽町には目に見える大きな発展が

司会 大変貴重な意見ありがとうござ
いました。
ご要望ということで承ります。

町の工業団地の整備について
邑楽町は、優良な企業を誘致し
産業振興と雇用確保を図るた
め、既存産業団地周辺や県事業
である利根川新橋アクセス道路
も見据え、産業立地に向けた各
種調査や調整を行う予定です。
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少なく、寂しさを感じる。

今後は税収増加と人口増加を見据
え、工業団地の造成や企業誘致を進
めるべきである。そのために、議会
が主体となって町の将来像（マスタ
ープラン・グランドデザイン）を描
き、行政任せにせず政策提案型で取
り組む必要がある。

計画なくして実行はなく、町の未来
に向けた大局的な議論と「見える
化」を進め、議会全体で町の発展に
取り組んでほしい、という意見であ
る。

現在、新規産業団地造成候補地
選定の準備を県と行い、スケジ
ュールの確認等行っておりま
す。開発予定地は優良農地が多
く含まれることが予想されるた
め、行政と連携をとり、関係者
の理解を得ながら、関連機関と
の協議など丁寧に進めていきた
いと考えております。

中野
吉田さん

議会報告に関して、視察が毎年行わ
れているにもかかわらず、その結果
や効果についての報告がない点に疑
問を感じており、今後は必ず成果や
効果を説明してほしい。
また、以前の土地に関する件につい
ても結果報告がなかった。

司会

松島議長

視察の内容や場所によっては、
すぐに結果が出ないこともあり
ます。

1年ごとの視察は、昨年 10月に
3委員会で実施され、その内容
は報告済みです。
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さらに、かつて多くの町民に利用さ
れていた「邑楽の湯」が突然廃業し
たことについて、町として継続・保
有できなかったのかという残念な思
いです。

提言については、委員会報告書
で町に提出するほか、議員が一
般質問や委員会内で行政に意見
を伝える形で行っています。行
政側がすぐに対応できるものと
時間がかかるものがあるため、
回答には時間を要する場合があ
ります。
また、「邑楽の湯」は民間運営
で廃業しましたが、町が買い取
る計画はなかったとのことで
す。現在は福祉センターの浴場
が利用されており、老朽化に伴
い近く改修して新しい施設とし
て生まれ変わる計画もあるよう
でございます。

福祉センターにおいて、庁内で
は調整会議等を開催。有識者及
び一般公募の方も含めた邑楽町
福祉センター整備事業検討委員
会を立ち上げ、同施設の整備方
針について検討を進めていま
す。

3区
小久保さん

町内のスポーツクラブ「ディーズ」
にあったプールが突然なくなり、水
泳をしていた住民として大変困って
いる。近隣の大泉町、千代田町、明
和町、館林市、板倉町には公営プー
ルがあるため、町としても公営プー
ルの整備を検討してほしいです。

司会 町でプールを作って欲しいとい
う要望ということでよろしいで
しようか。

公営プール設置について貴重な
ご意見をいただき、ありがとう
ございます。
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